
七
十

災
害
対

応
に
係
る
職

員
派
遣
の
受

入
れ
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

当
該
年
度
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
災
害
復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
地
方
自
治
法
第
二

百
五
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
職
員
の
派
遣
を
受
け
た
道
府
県
に
つ
い
て
、
当
該
受
入

れ
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十
一

文
化

財
の
災
害
復

旧
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

文
化
財
保
護
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
及
び
同
法
第
百
八
十
二
条
の
規
定
に

基
づ
く
条
例
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
文
化
財
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が

調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十
二

消
防

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
管
理

運
営
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

算
式Ａ
×
1
3
6¶
2
4
9¶
0
0
0円
×
0•
5

算
式
の
符
号

Ａ
消
防
組
織
法
（
昭
和

2
2年
法
律
第

2
2
6号
）
第

5
0条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
道
府
県

が
無
償
で
使
用
す
る
国
有
の
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
数
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た

数

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
二
号
中
「
一
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
一
八
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
三
二
、
〇

〇
〇
円
」
を
「
一
二
八
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
当
該
年
度
に
要
し
た
」
を
「
に
要
し
た
」に
改
め
、

同
表
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

災
害
対
応

に
係
る
職
員

派
遣
の
受
入

れ
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

前
条
第
一
項
第
一
号
の
表
第
七
十
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
と
す

る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
表
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

文
化
財
の

災
害
復
旧
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

前
条
第
一
項
第
一
号
の
表
第
七
十
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
と

す
る
。

平成™›年˜™月œ日 水曜日 (号外第™�š号)官 報

第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表
第
十
九
号
中
「1¶

7
9
3円

」
を
「1¶

5
7
4円

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
一
号
中
「7

4¶
0
0
0

円
」
を
「7

1¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
号
中
「2

0
2¶
0
0
0円

」
を
「1

9
9¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
九

号
中
「4

3
9¶
4
6
3円

」
を
「3

3
9¶
1
9
4円

」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
三
号
中
「
八
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
八
、
九
〇
〇

円
」
に
、「3

1
1¶
0
0
0円

」
を
「2

4
0¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
一
号
中
「2

4•
0円

」
を
「2

2•
8円

」
に
改
め
、
同
表

第
四
十
二
号
中
「8¶

2
1
0¶
0
0
0円

」
を
「8¶

2
0
0¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
九
号
中
「
テ
レ
ビ
等
難
視
聴
」
を
「
ラ

ジ
オ
難
聴
」
に
改
め
、
同
表
第
五
十
号
中
「
及
び
合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
」
を
削
り
、
同
表
第
五

十
一
号
中
「
及
び
構
想
対
象
市
町
村
」
を
削
り
、
同
表
第
五
十
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
度
の
」
を
「
平
成
二
十
三
年

度
の
」
に
、「
十
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
十
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
二
年

度
」
に
、「
九
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
九
十
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
〇
・
五
二
」
を
「
〇
・
四
九
」
に
、「
平

成
二
十
二
年
度
末
」
を
「
平
成
二
十
三
年
度
末
」
に
改
め
、
同
表
第
五
十
四
号
中
「
公
社
造
林
の
施
業
転
換
の
推
進
及

び
経
営
の
安
定
化
に
関
す
る
計
画
を
林
野
庁
に
提
出
す
る
道
府
県
に
つ
い
て
、」を
削
り
、
同
表
第
六
十
四
号
中
「
当
該

助
成
の
額
の
合
計
額
又
は
当
該
算
定
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
当
該
地
方
団
体
の
助
成
の
額
で
按
分
し
て
得
た

額
」
を
「
当
該
地
方
団
体
の
助
成
の
額
又
は
当
該
算
定
し
た
額
を
当
該
地
方
団
体
の
助
成
の
額
で
按
分
し
て
得
た
額
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額
」
に
改
め
、
同
号
一
中
「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」
及
び
「
、
同
日
現
在
に
お

い
て
休
診
し
て
い
る
病
院
の
病
床
」
を
削
り
、「
数
と
す
る
。）」
の
下
に
「
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
数
」を
加
え
、

「
結
核
病
床
等
」
を
「
精
神
病
床
」
に
、「
一
、
二
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
三
、
〇
〇
〇
円
」に
、「
八
二
〇
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
八
四
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、「（
第
一
号
中
欄
の
た
だ
し
書
に
お
い
て
加
え
た
結
核
病
床
の
数
を

除
く
。）」
を
削
り
、「
一
、
〇
九
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
三
六
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
八
七
四
、〇
〇
〇
円
」を「
一
、

〇
四
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
及
び
」
を
「
、
結
核
病
床
の
数
及
び
」
に
、「
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
四
〇
、
〇
〇

〇
円
」
に
改
め
、
同
号
二
中
「
専
用
病
床
」
の
下
に
「
の
数
」
を
加
え
、「
病
床
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お

け
る
」
を
削
り
、「
二
一
、
六
一
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
一
二
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
号
三
中「
一
四
四
、

六
二
五
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
六
、
八
九
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
号
四
中
「
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
」
を
削

り
、「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」
を
「
数
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
」
に
、「
四
、
一
四
二
、
〇
〇

〇
円
」
を
「
四
、
三
〇
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
三
、
三
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
、
四
四
二
、
〇
〇
〇
円
」に
、「
二
、

二
六
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
、
二
七
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
、
八
〇
九
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
八
一
九
、
〇
〇

〇
円
」
に
改
め
、
同
号
五
中
「
専
用
の
も
の
」
を
「
専
用
の
病
床
の
数
」
に
改
め
、「
病
床
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日

現
在
に
お
け
る
」
を
削
り
、
同
号
六
中
「
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
」
を
削
り
、「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け

る
」
を
「
数
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
号
中
「
同
意
又
は
許
可
を
得
た
地
方
債
」
の

下
に「（
発
行
に
つ
い
て
地
方
財
政
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
地
方
債
の
う
ち
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、同
表
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
五
号
中
「
〇
・
〇
八
〇
」
を
「
〇
・
〇
七
八
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中
「9

1円

」

を
「7

5円

」
に
、「1¶

8
8
4円

」
を
「1¶

6
4
9円

」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
第
一
号
中
「1¶

2
4
0円

4
9銭

」
を
「1¶

2
1
9円

0
9銭

」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
「
二

八
、
七
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
八
、
八
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
四
三
、
一
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
三
、
三

三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
五
、
三
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
、
四
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
二
一
、
五
七
〇
、
〇
〇

〇
円
」
を
「
二
一
、
六
七
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
四
、
三
八
〇
、
〇
〇
〇
円
、
三
以
上
」
を
「
一
四
、
四
五
〇
、
〇

〇
〇
円
、
三
以
上
」
に
、「
九
、
五
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
九
、
六
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
七
、
一
九
〇
、
〇
〇
〇

円
」
を
「
七
、
二
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
五
、
七
五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
、
七
八
〇
、
〇
〇
〇
円
」に
、「
一
四
、

三
八
〇
、
〇
〇
〇
円
、
六
以
上
」
を
「
一
四
、
四
四
〇
、
〇
〇
〇
円
、
六
以
上
」
に
、「
一
〇
、
七
九
〇
、
〇
〇
〇
円
、

一
〇
以
上
」
を
「
一
〇
、
八
三
〇
、
〇
〇
〇
円
、
一
〇
以
上
」
に
、「
八
、
六
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
八
、
六
七
〇
、

〇
〇
〇
円
」
に
、「
二
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
、
七
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を

「
一
、
八
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
三
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
〇
、
七
九

〇
、
〇
〇
〇
円
、
三
以
上
」
を
「
一
〇
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇
円
、
三
以
上
」
に
、「
七
、
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を「
七
、

二
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
四
、
三
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
、
三
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中

「
四
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号
中
「
一
〇
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
一
〇
、

〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
九
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
中
「
二
、
六
四
〇
、
〇
〇

〇
円
」
を
「
二
、
六
三
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
二
、
八
二
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」に
改
め
、

同
表
第
十
一
号
中「（
平
成
十
六
年
新
潟
県
中
越
地
震
に
係
る
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る

た
め
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
あ
つ
て
は
〇
・
七
五
）」を
削
り
、
同
表
第
十
三

号
中
「1

6
6円

」
を
「1

6
4円

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
二
号
中
「
一
六
二
円
」
を
「
一
六
七
円
」
に
、「
一
五
九
円
」
を

「
一
六
三
円
」
に
、「1

5
9円

」
を
「1

6
3円

」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
三
号
中
「3

0
4¶
0
0
0円

」
を
「3

0
5¶
0
0
0円

」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
二
号
中
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に「（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
を
免
除
し
て
い
る
も

の
（
同
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
追
記
欄
の
余
白
が
な
い
こ
と
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
係
る
も
の
に
限

る
。）に
あ
つ
て
は
、
一
、
五
〇
〇
円
）」を
加
え
、
同
表
第
四
十
五
号
中
「
八
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
八
、九
〇
〇
円
」

に
、「1

5
7¶
0
0
0円

」
を
「1

3
3¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
五
十
七
号
中
「
改
正
前
法
」
の
下
に
「
附
則
」
を
加
え
、
同

表
第
六
十
号
中
「7

6
1¶
0
0
0円

」
を
「8

3
6¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
三
号
中
「4

3
9¶
4
6
3円

」
を
「3

3
9¶
1
9
4円

」

に
、「2

0
7¶
4
6
0円

」
を
「1

8
6¶
2
4
5円

」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
五
号
一
中
「
平
成
二
十
二
年
度
の
」
を
「
平
成
二
十
三

年
度
の
」
に
、「
十
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
十
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
二
年

度
」
に
、「
九
十
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
八
十
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
〇
・
五
五
」
を
「
〇
・
五
三
」
に
、「
平

成
二
十
二
年
度
末
」
を
「
平
成
二
十
三
年
度
末
」
に
改
め
、
同
号
二
中
「
平
成
二
十
二
年
度
」
を「
平
成
二
十
三
年
度
」

に
、「
十
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
十
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」に
、「
平
成
二
十
一
年
度
」を「
平
成
二
十
二
年
度
」に
、「
〇
・

五
五
」
を
「
〇
・
五
三
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
八
号
一
中
「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」
及
び
「
同

日
現
在
に
お
い
て
休
診
し
て
い
る
診
療
所
の
病
床
及
び
」
を
削
り
、「
の
数
」
の
下
に
「
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た

数
」
を
加
え
、「
一
、
二
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
八
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
八
四

二
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
号
二
中
「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」
を
削
り
、「
専
用
病
床
」
の
下
に

「
の
数
」
を
加
え
、「
病
床
の
」
を
削
り
、
同
表
第
六
十
九
号
中
「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」を
削
り
、

š
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